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協
賛
事
業
所
紹
介

協
賛
事
業
所
紹
介

　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
株
）H

O
W

B
E

、B
H

N

（
株
）、

ゆ
た
か
建
装
、
ゆ
た
か
商
事
、

（
有
）
深
水
モ
ー
タ
ー
ス
、

A
R

IG
A

T
O

、（
有
）
向
井
自
動
車
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ふ
く
り
、

（
株
）
喜
界
島
薬
草
農
園
、

居
酒
屋
３
１
４
、
よ
ろ
し
、

（
有
）
橘
建
設
、
よ
し
丸
🐟
、

（
有
）
清
水
電
気
商
会
、

パ
ー
ラ
ー
キ
ン
グ
、
碇
山
旅
館
、

（
株
）
ワ
ー
ル
ド
ビ
ズ
、

喜
界
金
融
懇
話
会
、（
同
） 

孝
心
、

（
有
）
栄
工
業
所
、（
株
）
峰
山
建
設
、

（
株
）
奄
美
航
空 

喜
界
第
一
ホ
テ
ル
、

テ
ィ
ダ
・
ワ
ー
ル
ド
、

カ
フ
ェ
＆
バ
ーcu

p
id

、

（
有
）
米
盛
商
店
、（
株
）
隼

（
有
）
サ
ン
ヨ
ー
社
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
喜
界
、

（
有
）
幸
陽
苑
、
喰
い
処 

十
兵
衛
、

生
和
糖
業
（
株
）、
イ
ン
テ
リ
ア
光
、

（
株
）
平
政
建
設
、
製
塩
工
房 

珊
瑚
、

グ
リ
ー
ン
ス
ト
ア
橋
口
、
藤
園
、

タ
ケ
ダ
環
境
保
全
（
株
）、

喜
界
空
港
前
レ
ン
タ
カ
ー
、

中
村
建
設
（
有
）、（
有
）
中
村
建
材
、

（
有
）
園
田
モ
ー
タ
ー
ス
、

前
底
自
動
車
整
備
工
場
（
株
）、

前
底
総
合
商
事
（
株
）、

の
ぼ
り
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

M
A

M
A

's isrou
n

d
 kitch

en

、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア 

ホ
ー
ユ
ー
、

朝
日
酒
造
（
株
）、（
株
）
喜
禎
運
送
店
、

S
O

N
T
A

R
 G

A
R

D
E

N

、

（
株
）Keith

la
n

d

、若
松
農
園
（
有
）、

ま
ぁ
む
ん
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
、

（
有
）
う
し
の
中
山
、

喜
界
島
酒
造
（
株
）、

（
公
財
）
奄
美
群
島
地
域
産
業
振
興
基
金
協
会
、

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
株
）、

P
C

O

サ
ン
ラ
イ
ズ
、

永
島
定
政
（
小
野
津
出
身
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　「目指せ！日本ジオパーク認定」　「目指せ！日本ジオパーク認定」
　　第11回東経130度喜界島マラソン　　第11回東経130度喜界島マラソン（４月13日）（４月13日）

　

「
目
指
せ
！
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
」
第
11
回
東
経
１
３
０
度
喜

界
島
マ
ラ
ソ
ン
が
４
月
13
日
開
催

さ
れ
、
島
内
外
か
ら
１
９
０
名
が

参
加
し
た
。
今
回
は
強
風
と
降
雨

の
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

コ
ー
ス
は
昨
年
同
様
で
、
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
前
を

発
着
。
午
前
８
時
、
隈
崎
町
長

の
号
砲
で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
途

中
、
雨
風
の
影
響
で
途
中
リ
タ
イ

ア
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
参
加
者
も

い
た
が
、
結
果
的
に

１
９
０
名
中
１
７
９

名
が
制
限
時
間
（
７

時
間
）
内
に
ゴ
ー
ル

し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は

打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ

も
行
わ
れ
、
マ
ラ
ソ

ン
参
加
者
の
う
ち
約

１
３
０
名
が
お
酒
を

交
わ
し
な
が
ら
、
エ

イ
サ
ー
や
島
唄
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

悪天候の中お疲れ様でした悪天候の中お疲れ様でした
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今回最高齢・78 歳今回最高齢・78 歳
小野寺さん（青森）小野寺さん（青森）
136 位で完走しました136 位で完走しました
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シ
マ
の
話
題

シ
マ
の
話
題

今
ま
で
喜
界
高
校
で

　

開
設
で
き
な
か
っ
た
授
業
が

　
　

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

県
教
育
委
員
会
は
「
鹿
児
島
県
遠
隔
授
業

配
信
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
そ
の
設
立
開

所
式
が
４
月
８
日
、
県
教
育
長
、
県
教
育
委

員
会
、
喜
界
高
校
（
松
野
下
修
司
校
長
）
な

ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
開
催
さ
れ
た
。

　

離
島
の
小
規
模
高
校
で
は
専
門
の
教
員
を

配
置
で
き
な
い
科
目
が
あ
り
、
生
徒
の
進
路

希
望
に
あ
わ
せ
た
科
目
開
設
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
配
信
セ
ン
タ
ー
開
所
に
よ
り
、

配
信
セ
ン
タ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
地

元
の
高
校
に
通
い
な
が
ら
鹿
児
島
本
土
の
教

員
の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
鶴

丸
高
校
に
所
属
す
る
教
頭
１
名
と
教
員
４
名

が
授
業
を
行
う
）。

　

式
の
最
後
に
は
、
喜
界
高
校
普
通
科
３
年

の
基
の
ど
か
さ
ん
と
野
間
香
澄
さ
ん
が
、「
遠

く
離
れ
た
先
生
と
喜
界
高
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ん
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
自

分
た
ち
に
と
っ
て
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
。
こ
の

機
会
を
大
事
に
し
、
自
分
た
ち
の
夢
を
叶
え

ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ

の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

こ
の
遠
隔

授
業
は
、
与

論
、
沖
永
良

部
、
古
仁
屋
、

大
島
北
と
喜

界
の
５
校
で

行
わ
れ
、
喜

界
高
校
で
は

週
８
時
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
実
施
さ

れ
る
。

鹿
児
島
県
遠
隔
授
業

鹿
児
島
県
遠
隔
授
業

　
　

配
信
セ
ン
タ
ー
　

開
所
！

　
　

配
信
セ
ン
タ
ー
　

開
所
！

３
学
年
揃
い
ま
し
た

　

本
町
が
離
島
留
学
制
度
を
活
用
し
て
実
施

し
て
い
る
〝
サ
ン
ゴ
留
学
〝。
そ
の
３
期
生

の
受
入
式
が
、
４
月
７
日
役
場
多
目
的
室
で

行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
校
の
全
学
年
で

受
け
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

式
で
は
隈
崎
町
長
が
「
慣
れ
な
い
土
地
で

心
配
事
な
ど
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
と
き
は

先
輩
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
何
で
も
聞
い

て
欲
し
い
。
町
と
し
て
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、３
年
生
の
樋
口
美み

ゆ
う憂

寮
長
が
「
み

な
さ
ん
の
入
寮
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
み

な
さ
ん
も
サ
ン
ゴ
留
学
生
と
し
て
入
寮
で
き

た
喜
び
と
、
初
め
て
の
寮
生
活
、
家
族
と
離

れ
て
暮
ら
す
不
安
な
ど
あ
る
と
思
う
が
、
何

で
も
相
談
し
て
き
て
ほ
し
い
。
私
に
と
っ
て

寮
生
活
は
、
み
ん
な
と
楽
し
く
食
卓
を
囲
ん

だ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
な
ど
、
毎
日
が

充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
起
き
て
か
ら
寝

る
ま
で
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
の
で
、
寮
生

は
離
れ
て
暮
ら
す
実
の
弟

き
ょ
う
だ
い妹

以
上
の
存
在

で
、
そ
ん
な
み
ん
な
が
大
好
き
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
式
は
終
了
し
た
。

　

３
期
生
も
、「
研
究
を
行
い
な
が
ら
も
、

島
の
伝
統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
、
島
民
と
ふ
れ
合
い
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
た
。

サ
ン
ゴ
留
学
３
期
生
受
入
式

サ
ン
ゴ
留
学
３
期
生
受
入
式

森口健太さん森口健太さん
（埼玉）（埼玉）

大川凜さん大川凜さん
（東京）（東京）

櫻井精一郎さん櫻井精一郎さん
（東京）（東京）

志垣祐輔さん志垣祐輔さん
（東京）（東京）

島津久るみさん島津久るみさん
（北海道）（北海道）

鈴木春さん鈴木春さん
（京都）（京都）

自
衛
隊
新
入
隊
者
壮
行
会

自
衛
隊
新
入
隊
者
壮
行
会

　

令
和
７
年
自
衛
隊
新
入
隊
者
壮
行
会
（
喜

界
町
自
衛
隊
家
族
会
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
）
が
３
月
９
日
、
喜
界
島
通
信
所

長
、
奄
美
駐
在
員
事
務
所
長
出
席
の
も
と
行

わ
れ
、岩
野
善
さ
ん
（
小
野
津
、陸
上
自
衛
隊
）

と
西
尾
亜
漣
さ
ん
（
小
野
津
、
陸
上
自
衛
隊
）

が
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

西尾さん西尾さん 岩野さん岩野さん

提供提供
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サンゴ留学３期生も島の生活を満喫していますサンゴ留学３期生も島の生活を満喫しています

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
（
自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
協
力
本
部
、
喜
界
町
）
が
４
月
15

日
に
町
長
室
で
行
わ
れ
、
隈
崎
悦
男
町
長
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
市
町
村
長
と

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
に
よ
り
委

嘱
さ
れ
、
自
衛
官
募
集
に
協
力
し
て
い
る
方

の
こ
と
。
本
町
の
相
談
員
は
次
の
と
お
り
。

　

大
倉
清
さ
ん
（
赤
連
）

　

前
底
浩
喜
さ
ん
（
湾
・
欠
席
）

　

峰
山
奥
恵
喜
さ
ん
（
赤
連
・
欠
席
）

喜
界
島
観
光
物
産
協
会
主
催

　

喜
界
島
観
光
物
産
協
会
は
４
月
27
日
、
ス

ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
海
開
き
を
開
催
し
、
多
く
の

来
場
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
関
係
者
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ

れ
、
続
け
て
消
防
署
員
に
よ
る
海
で
泳
ぐ
際

の
注
意
点
や
、
海
に
潜
む
危
険
な
生
物
な
ど

の
講
話
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
う
る
ま
エ
イ
サ
ー
や
ア
ヌ
エ

ヌ
エ
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
に
よ
る
演
芸
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
ビ
ー
チ
で
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス

タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
）
体
験
や
、
町
青
年

連
絡
協
議
会
が
修
復
し
た
琉
球
列
島
の
伝
統

木
造
船
〝
サ
バ
ニ
〝
の
進
水
式
も
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

海
開
き

海
開
き

　
　

お
日
柄
も
良
く
開
催

　
　

お
日
柄
も
良
く
開
催

東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
来
ら
れ
た

東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
来
ら
れ
た

エ
ゴ
・
レ
モ
ス
さ
ん

エ
ゴ
・
レ
モ
ス
さ
ん

歌
を
１
曲

歌
を
１
曲

披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

提供提供
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喜
界
島
発
の
鹿
児
島
黒
牛
を

喜
界
島
発
の
鹿
児
島
黒
牛
を

給
食
で
い
た
だ
き
ま
す
！

給
食
で
い
た
だ
き
ま
す
！

　

４
月
14
日
、
本
町
の
小
中
学
校
で
、
喜
界

島
で
生
ま
れ
、
県
本
土
で
肥
育
さ
れ
た
鹿
児

島
黒
牛
を
使
用
し
た
「
牛
丼
」
が
給
食
と
し

て
提
供
さ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
、
柔
ら
か
く

旨
味
の
詰
ま
っ
た
喜
界
島
産
の
肉
を
味
わ
っ

た
。

　

こ
の
日
の
給
食
に
は
、
今
回
使
用
さ
れ
た

牛
肉
を
肥
育
し
た
「
有
限
会
社
う
し
の
中
山
」

代
表
取
締
役
・
中
山
辰
司
さ
ん
も
来
校
さ
れ
、

喜
界
中
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に
給
食
を
楽
し

ん
だ
。

　

中
山
さ
ん
は
、
生
徒
た
ち
に
向
け
て
「
喜

界
島
で
生
ま
れ
た
子
牛
の
牛
肉
は
、
全
国
的

に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
良
い
子
牛

産
地
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
質
の
高
い
牛
肉
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。」
と
伝
え
、
給

食
を
通
し
て
、
地
域
の
畜
産
業
を
身
近
に
感

じ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

キ
ビ
搬
入
　

１
箇
月
遅
れ
で
終
了

　

今
期
は
６
万
６
千
㌧

今
期
は
６
万
６
千
㌧

　

４
月
25
日
、
生
和
糖
業
（
山
倉
正
和
工
場

長
）
敷
地
内
で
キ
ビ
搬
入
修
了
式
が
行
わ
れ
、

関
係
者
ら
が
参
加
し
た
。
今
期
の
搬
入
量
は

前
期
比
約
９
千
㌧
減
の
６
万
６
千
㌧
と
な
っ

た
。

　

今
期
は
、
昨
年
８
月
末
の
台
風
の
影
響
に

よ
り
搬
入
量
が
減
少
し
た
も
の
の
糖
度
は
落

ち
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
製
糖
過
程
で
生

じ
る
糖
蜜
を
運
搬
す
る
船
が
12
月
に
故
障
し

た
こ
と
に
よ
り
、
当
社
は
２
月
・
３
月
に
操

業
停
止
と
管
理
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
搬
入
期
間
が
98
日
間
と
長
き
に
渡
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
喜
界
事
業
本
部
の
介
見
友
光

統
括
理
事
は
、「
来
期
の
搬
入
量
に
影
響
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
無
事
故
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
う
。
農
家
の

皆
さ
ん
は
、
来
期
に
向
け
て
春
植
え
や
管
理

作
業
を
行
っ
て
い
く
と
思
う
が
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

今
年
も
新
１
年
生
に

　

今
年
も
新
１
年
生
に

た
ん
け
ん
バ
ッ
グ
贈
呈

た
ん
け
ん
バ
ッ
グ
贈
呈

　

喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
５
月
１
日
、

喜
界
小
と
早
町
小
を
訪
ね
、
屋
外
の
活
動
で

役
立
つ
「
た
ん
け
ん
バ
ッ
グ
」
を
新
１
年
生

に
贈
呈
し
た
。
こ
れ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
両
校
の
代

表
児
童
に
手
渡
し
た
。

喜界小喜界小早町小早町小
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小
野
津
ビ
ー
チ
で
も

小
野
津
ビ
ー
チ
で
も

　
　
　
　
　
　
　

海
開
き

　
　
　
　
　
　
　

海
開
き

　

小
野
津
漁
港
横
の
ビ
ー
チ
で
５
月
４
日
に

海
開
き
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
神
事
が
執
り
行

わ
れ
、
続
け
て
消
防
署
員
に
よ
る
海
で
泳
ぐ

際
の
注
意
点
や
、
海
に
潜
む
危
険
な
生
物
な

ど
の
講
話
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
講
習
が
行

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
会
と
青
年
団
が
主
体
と

な
っ
て
、
宝
探
し
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
引
き
当
て
た
浮
き
輪
を
持
っ
て
海
へ
駆
け

込
ん
だ
。
ま
た
、
豚
汁
や
か
き
氷
も
振
る
舞

わ
れ
た
り
、
ニ
ン
ジ
ン
を
つ
か
っ
た
ビ
ー
チ

フ
ラ
ッ
グ
も
行
わ
れ
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
前
金
久
公
民
館
に
設
置

夜ごはんの食材をかけて、お母さんたちもダッシュ夜ごはんの食材をかけて、お母さんたちもダッシュ

新
極
真
会
喜
界
道
場

奄
美
空
手
道
選
手
権

大
会
で
入
賞
者
多
数

　

第
26
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
奄
美
空

手
道
選
手
権
大
会
が
５
月
４
日
、
瀬
戸
内
町

の
清
水
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、
喜
界
道
場

に
通
う
生
徒
が
以
下
の
成
績
を
収
め
た
。

【
型
の
部
】

小
学
４
年
男
女
の
部　

第
３
位　

叶
嘉よ

し
き希

小
学
４
年
男
子
の
部　

第
３
位　

隈
崎
玲れ

お
ん音

小
学
６
年
男
女
の
部　

優　

勝　

簗
瀬
ま
い

【
組
手
の
部
】

小
学
４
年
女
子
の
部　

準
優
勝　

森
雛じ

ゅ

り

あ

浬
彩

小
学
４
年
男
子
の
部　

第
３
位　

叶
嘉
希

小
学
６
年
女
子
の
部　

準
優
勝　

簗
瀬
ま
い

中
学
１
～
２
年
女
子
の
部　

準
優
勝　

芝
山
里り

ま真

（
提
供
）

安
田
民
謡
教
室

　　

中
里
公
民
館
で

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
演
奏
会

　

安
田
民
謡
教
室
に
通
う
児
童
生
徒
は
５
月

６
日
、
中
里
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い
演
奏
会
を

行
い
、
約
40
名
が
来
場
し
た
。

　

不
定
期
で
は
あ
る
が
安
田
民
謡
教
室
は
、

各
集
落
公
民
館
を
回
り
こ
の
よ
う
な
演
奏
会

を
実
施
し
て
い
る
。

芝山さん芝山さん簗瀬さん簗瀬さん

森さん森さん 隈崎さん隈崎さん 叶さん叶さん
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喜　界　町　の　予　算

自
主
財
源
…
地
方
公
共
団
体
が
自
主

的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
。

依
存
財
源
…
国
や
県
の
決
定
に
よ
り

交
付
さ
れ
る
財
源
。

町
税
…
町
が
独
自
に
賦
課
・
徴
収
す

る
税
金
。

使
用
料
及
び
手
数
料
…
公
営
住
宅
の

家
賃
や
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
発
行

の
た
め
に
納
め
ら
れ
る
も
の
。

分
担
金
及
び
負
担
金
…
町
の
行
う
事

業
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
も
の
か
ら
、

そ
の
受
益
を
限
度
と
し
て
賦
課
徴
収

す
る
も
の
。

財
産
収
入
…
教
員
住
宅
の
家
賃
や
町

所
有
の
土
地
の
地
代
な
ど
の
も
の
。

地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
が
等

し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
国
が
配
分
す
る

も
の
。

国
庫
支
出
金
…
町
が
行
う
特
定
の
事

業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
。

町
債
…
町
が
行
う
公
共
事
業
な
ど
の

財
源
と
し
て
、
国
な
ど
か
ら
借
り
た

も
の
。

県
支
出
金
…
町
が
行
う
特
定
の
事
業

に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費
税

の
一
部
を
人
口
な
ど
に
よ
り
按あ

ん
ぶ
ん分

さ

れ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

地
方
譲
与
税
…
国
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
地

方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
も
の
。

町税（6.8％）

町民税 ･･････２億 1,322 万２千円
固定資産税 ･･２億 2,206 万５千円
軽自動車税 ･･････ 3,955 万７千円
町たばこ税 ･･････ 6,700 万１千円

５億 4,184 万５千円

使用料及び手数料（1.0％）
8,330 万９千円

分担金及び負担金（0.4％）
3,329 万６千円

財産収入（1.1％）
9,131 万８千円

自主財源合計（32.4％）
25 億 9,057 万８千円

依存財源合計
53 億 9,528 万３千円（67.6％）

地方交付税
（41.7％）

33 億 3,000 万円

国庫支出金（10.2％）
８億 1,067 万４千円

町債（4.0％）
３億 1,650 万円

県支出金（8.9％）

地方消費税交付金（1.9％）
１億 4,892 万２千円

地方譲与税（0.6％）
4,893 万円

その他（0.3％）
2,709 万６千円

　

令
和
７
年
第
１
回
喜
界
町
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議
が
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
『
令
和
7
年
度
歳
入
及
び
歳
出
予
算
』
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す

概
要

　

当
初
予
算
総
額
は
一
般
会

計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て

1
0
0
億
5
0
3
1
万
円

で

前

年

度

当

初

予

算

比
、

３
億
1
9
1
3
万
３
千
円
減
。

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比

３
億
3
1
1
5
万
２
千
円
減
の

79
億
8
5
8
6
万
１
千
円
。

　

特
別
会
計
は
、
前
年
度
比

1
2
0
1
万
９
千
円
増
の

20
億
6
4
4
4
万
９
千
円
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的

支
出
と
資
本
的
支
出
の
合
計
額

17
億
5
2
7
9
万
８
千
円
で
前
年

比
、
２
億
2
6
3
0
万
５
千
円
増
。

歳
入
の
部

○
自
主
財
源

　

自
主
財
源
は
、
25
億
9
0
5
7

万
８
千
円
で
、
歳
入
全
体
の
32
・

４
％
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
町
税

は
５
億
4
1
8
4
万
５
千
円
を
計

上
し
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ

０
・
３
％
の
減
。

　

基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
前
年

度
比
2
9
0
0
万
４
千
円
減
の
、

６
億
9
6
9
5
万
５
千
円
と
な
っ

た
。

《
歳
入
の
部
用
語
解
説
》

歳　　　　　　入

その他（23.1％）

寄付金･･ １億 5,000 万１千円
繰入金･･ ６億 9,695 万５千円
繰越金･････････････500 万円
諸収入･･ ９億 8,885 万４千円

18 億 4,081 万円

）

）

７億 1,316 万１千円

歳入
79 億

8,586 万１千円
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歳出
79 億

8,586 万１千円

人件費（17.3％）
13 億 8,075 万４千円

公債費（11.0％）
８億 7,489 万７千円

扶助費（8.4％）
６億 7,441 万円

普通建設事業費（10.2％）
８億 1,663 万２千円

物件費（18.1％）
14 億 4,459 万７千円

補助費等（16.5％）
13 億 1,935 万３千円

繰出金（5.4％）
４億 3,424 万６千円

積立金（8.7％）
６億 9,126 万３千円

その他（4.4％）
３億 4,970 万９千円

性
質
別
…
予
算
及
び
決
算
に
お
け

る
「
節
」
の
区
分
を
基
準
と
し
た

分
類
。
各
部
各
課
ご
と
の
お
お
ま

か
な
予
算
の
比
重
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

義
務
的
経
費
…
人
件
費
、
扶
助
費

公
債
費
な
ど
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
。

投
資
的
経
費
…
普
通
建
設
事
業
や

災
害
復
旧
費
な
ど
、
支
出
の
効
果

が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、
将
来

に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
も
の
。

人
件
費
…
特
別
職
や
一
般
職
の
給

料
な
ど
の
も
の
。

公
債
費
…
町
が
発
行
し
た
地
方
債

（
借
金
）
返
済
の
た
め
の
も
の
。

扶
助
費
…
妊
産
婦
へ
の
助
成
金
や

児
童
手
当
な
ど
に
充
て
る
た
め
の

も
の
。

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
橋
、
学

校
、
庁
舎
な
ど
の
公
用
施
設
の
新
築

や
増
設
等
の
建
設
に
か
か
る
も
の
。

物
件
費
…
旅
費
や
消
耗
品
、
役
務

費
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
、
備
品

購
入
費
、
交
際
費
、
委
託
料
な
ど

の
も
の
。

補
助
費
等
…
謝
金
や
補
助
金
、
負
担

金
及
び
交
付
金
、
火
災
保
険
、
自

動
車
損
害
保
険
料
な
ど
の
も
の
。

繰
出
金
…
会
計
間
（
一
般
・
特
別
）

で
や
り
と
り
さ
れ
る
も
の
。

《
歳
出
の
部
用
語
解
説
》

歳　　出　　（　性　質　別　）

義務的経費 （36.7％）

29 億 3,006 万１千円

人件費、扶助費、公
債費など支出しなけ
ればならないもの

８億 1,663 万２千円

投資的経費 （10.2％）

普通建設事業や災
害復旧費など、支出
の効果が資本形成
に向けられ、将来に
残るものに支出さ
れるもの

42 億 3,916 万８千円

その他の経費  （53.1％）

上記の義務的・投資
的経費に含まれない
もの

○
依
存
財
源

　

交
付
税
は
、
普
通
・
特
別
交
付

税
を
合
わ
せ
た
33
億
3
0
0
0
万

円
を
計
上
。
歳
入
全
体
の
41
・
７
％

を
占
め
る
。

歳
出
の
部

　

歳
出
予
算
の
う
ち
新
規
事
業

は
、
製
氷
施
設
整
備
事
業
負
担
金
、

自
動
運
転
実
証
事
業
、
高
校
修
学

旅
行
費
補
助
な
ど
が
あ
る
。

　

既
存
事
業
に
つ
い
て
は
公
営
住

宅
建
替
工
事
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
事
業
、
道
路
施
設
改
良
事
業

な
ど
な
ど
が
大
き
な
事
業
費
と

な
っ
て
い
る
。

　

性
質
別
経
費
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
補
助
費
が
製
氷
施
設
整

備
事
業
負
担
金
等
の
計
上
に
よ
り

１
億
4
8
0
2
万
円
増
額
し
て
い

る
が
、
普
通
建
設
事
業
に
お
い

て
最
終
処
分
場
整
備
事
業
完
了
等

の
影
響
で
８
億
2
9
6
万
９
千

円
減
額
し
て
お
り
、
全
体
で

は
前
年
度
比
４
・
０
％
減
の

３
億
3
3
1
5
万
２
千
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
る
。

令　和　７　年　度令　和　７　年　度

円
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100 万円

3,900 万円

908 万円

2,536 万円

1,620 万円

10,000 万円

1,150 万円

3,694 万円

1,050 万円

660 万円

1,100 万円

600 万円

494 万円

264 万円

900 万円

378 万円

1,566 万円

7,479 万円

615 万円

228 万円

集落活性化助成金

島内巡回バス運行費補助金

鹿児島・喜界・知名航路運営基金負担金

航路 ･ 航空運賃軽減事業負担金

加工品輸送コスト支援事業

脱炭素化推進費（自動運転実証事業）

移住促進 空き家改修補助金

サンゴ留学事業

特定地域づくり事業協同組合支援事業

敬老パス委託料

「食」の自立支援事業（配食サービス）

長寿祝金

妊産婦助成金

保育所等給食支援事業助成金

出産祝金事業

しまの未来特別応援給付金

一般廃棄物最終処分場管理業務委託

クリーンセンター等運転管理業務委託費

浄化槽設置整備事業補助金

農業後継者育成事業

総務費…国や地方自治体の歳出で公務員の
給与などに使われるもの
民生費…高齢者や障害者、子どもの福祉な
どに支出されるもの
衛生費…健康増進、疾病予防、環境保全、
清掃などに使われるもの
農林水産業費…農業、畜産業、水産業など
の振興に使われるもの
商工費…商業、観光の振興などに使われる
もの
土木費…道路や公園、公営住宅の建設など
公共事業・土木事業等に利用されるもの
消防費…消防署や消防団の運営など、消防
活動や救急活動に使われるもの
教育費…公立学校の運営管理や施設設備、
生涯学習の推進などに使われるもの
災害復旧費…台風や大雨などの災害により
被害を受けた道路・農道等の復旧に使われ
るもの
公債費…公共事業などの財源として借りた
公債の償還や利子の支払いに使われるもの
議会費…議員の報酬など、議会運営に使わ
れるもの

《歳出の部用語解説》

令和７年度の主な事業

歳　　出　（　目　的　別　）

目的別経費を前年度と比
較すると、総務費が脱炭
素化推進費、公共施設整
備 基 金 積 立 金 の 影 響 で
５億 9,644 万３千円の増、
農林水産業費が製氷施設
整備事業負担金等の影響
で１億 4,153 万６千円の
増となっている。

総務費
20 億 1,630 万円  25.2％

民生費
14 億 928 万円

17.6％

衛生費
10 億 5,209 万８千円

13.2％

農林水産業費
10 億 7,555 万４千円

13.5％

土木費
３億 8,338 万７千円  4.8％

消防費1億 9,557 万 7 千円  2.4％

教育費
８億 944 万７千円  10.1％

公債費
８億7,489万７千円  11.0％

商工費
8,091万円
（1.0％）

議会費
8,341万1千円

（1.0％）予備費
500 万円
（0.1％）

事　業　名 予算額 事　業　名 予算額

★

★

農産物輸送コスト支援事業助成金

地域園芸活性化事業補助金

県営畑地帯総合整備事業

多面的機能支払交付金

鳥獣防止対策事業

製氷施設整備事業負担金

離島漁業再生支援事業

喜界島フェア事業

水産物輸送コスト支援事業助成金

ジオパーク推進事業

コワーキング施設等整備事業

道路施設改良事業

公営住宅建築事業

消防施設基本設計委託

GIGA スクール端末更新事業

高校修学旅行費補助等

入学祝金事業

埋蔵文化財発掘調査事業

弓道場改修事業

★は新規事業

1,538 万円

1,000 万円

6,346 万円

7,384 万円

882 万円

24,992 万円

489 万円

233 万円

624 万円

1,469 万円

1,592 万円

7,227 万円

8,600 万円

1,600 万円

4,050 万円

247 万円

352 万円

11,520 万円

1,300 万円

★

★

★

★

★

★
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保健福祉課からのおしらせ
「お口元気歯ッピー健診」について

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、今年度 76

歳・78 歳・80 歳の誕生日を迎えられる後期高齢者医

療の被保険者を対象に、口腔健診（お口元気歯ッピー

健診）を実施しています。

　年齢を重ねるにつれて、飲み込む力や噛む力等のお

口の機能は低下してきます。これをオーラルフレイルとい

います。オーラルフレイルの状態をそのままにしておくと、

噛む力が衰え、食べられるものに偏りが生じます。その

結果、十分に栄養がとれず、筋力の低下につながり、介

護が必要な状態になる可能性もあります。そのため、オー

ラルフレイルには対策が必要です。お口元気歯ッピー健

診は、「歯」だけでなく、「お口の機能」も検査します。

この機会にぜひ受診して、自分のお口の状態を知りましょ

う。定期的に歯科治療を受けている方や、義歯（入れ歯

など）を使用中の方も受診いただけます。

　対象者には６月以降に受診券（オレンジ封筒）が届き

ます。受診する際は、歯科医療機関へお問い合わせ下

さい。

【健診期間】令和７年６月１日（日）

～令和８年１月31日（土）

【健 診 料】無料

【対 象 者】今年度 76、78、80 歳のお誕生日を

迎える後期高齢者医療の被保険者

【協力機関】大山グランド歯科（湾）

林歯科医院（湾）

ファミリー歯科医院（赤連）

【問い合わせ先】鹿児島県後期高齢者医療広域連合

業務課　保健事業班

☎ 099-206-1329

鹿児島労働局からのおしらせ
「労働保険年度更新」について

　令和７年度の労働保険年度更新の期間は、６月２日

から７月10 日までです。

　鹿児島労働局より送付されます申告書及び納付書に

より、期間内の申告・納付を行っていただきますようよろ

しくお願い申し上げます。

　令和７年４月から雇用保険料率が変更されています。

「雇用保険料率　変更」でネット検索してください。

　e-Gov の電子申請もご活用ください。

【問い合わせ先】鹿児島労働局労働保険徴収室

☎ 099-223-8276

町からの
　　　おしらせ

保健福祉課からのおしらせ
「奄美大島年金事務所による

　　　年金相談の開催」について

　奄美大島年金事務所から相談員が来島しますの

で、この機会にぜひご相談ください。

●日時・会場

※感染症予防のためマスク着用をお願いします

●相談員　奄美大島年金事務所職員

●内　容　国民年金や厚生年金の受給に関すること

●相談当日に持参するもの

・本人確認ができるもの

　（個人番号カード／運転免許証）

・基礎年金番号がわかるもの

　（年金手帳、年金証書、振込通知書等）

※ 代理の場合は、委任状と代理人の身分証明（免許

証など顔写真があるもの）が必要です

●申込先　※必ず予約をしてください

保健福祉課国民年金担当　☎0997-65-3685

開催日 時間 会場
Ｒ７年６月 11 日（水）13:00 ～ 17:00 役　場

研修室Ｒ７年６月 12 日（木） 9:00 ～ 15:00

～厚生年金の離婚分割制度について～

離婚した場合、請求により、婚姻期間中の厚

生年金保険料の納付記録を分割することがで

きます。請求期限は離婚後２年以内です。離

婚分割制度の詳細や手続きについては、奄美

大島年金事務所へお問い合わせください。

（☎0997-52-4341）

※上記年金相談の際にも相談できます

（役場で予約）
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№７2
喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

７７22７７22
サンゴ通信

サンゴ礁サイエンスキャンプ 2025サンゴ礁サイエンスキャンプ 2025
　　　　　　　　　　開催決定！　　　　　　　　　　開催決定！

　KIKAI college のプログラムのひとつ、サンゴ礁サイ

エンスキャンプでは、毎年、夏休みの期間に全国の小中

学生・高校生を対象に、喜界島に滞在して学ぶサイエン

スキャンプを実施しています。小学校３年生から高校生

までを対象としたジュニアコース、高校生とサンゴ塾研

究コース受講生を対象としたアドバンスドコースがありま

す。

　ジュニアコースは、研究者・大学生・参加者が１チーム

となり決められたテーマに沿ってハワイビーチでのスノー

ケル実習や様々な場所でのフィールドワーク、研究所で

の観察や分析、成果発表を行います。アドバンスドコー

スでは、自分達の興味をもとに研究テーマを決め、少人

数でより専門的に研究体験をすることができます。

　喜界町にお住まいの方は、毎日ご自宅から研究所に

お越しいただく形でご参加いただけます。また、希望者

には湾集落から研究所までの送迎を実施予定です。今

年の夏は研究所でワクワクするひとときを過ごしてみませ

んか？詳細は HP で随時更新します！

（開催期間）

　　ジュニアコース：８月２日〜８月６日

　　　成果発表会 ８月６日９：00 ～12：00（予定）

　　アドバンスドコース：８月７日〜８月13 日

　　　成果発表会 ８月13 日９：00 ～12：00（予定）

※ 奄美群島選抜生は参加費が割引となります。志望動

機にて選抜いたします。

※ 成果発表会では参加者が喜界島での研究成果を発表

します。どなたでも無料でご参加いただけますので、

是非お越しください！

申込：☎ 0997-66-0200 または、

　　  ホームページ（QR）から！

　「大阪・関西万博」の公式アートプログラム「Study：

大阪関西国際芸術祭／ EXPO PUBLIC ART」にて、

喜界島の皆さんのご協力のもと作った作品を展示してい

ます。

　この作品は、島の全集落のみなさんが選んだサンゴ

石と、３つの大きな「フムラー（トーニ）」で作った特別な

インスタレーションです。喜界島に暮らす人々 の“生活の

知（在来知）”と、サンゴに刻まれた気候の“科学知”を、

アートとして融合させました。37 集落から集めたサンゴ

と、島の映像・音声・海水温のライブ配信、さらにサン

ゴ骨格の同位体分析による過去 200 年の気候データを

重ね、時を超えた“海の記憶”を可視化しています。作

品からは、島の波の音や、島の暮らしのリアルタイムの

音が聞こえてきます。さらに、作品の横に置かれたＱＲコー

ドを読み込むと、喜界島のライブ映像や、海水温の変

化、そしてサンゴが教えてくれる過去の海の記録まで見

ることができます。サンゴたちの記憶と、音風景。そして

喜界島の自然と人々 の暮らしが、アートとして世界へとつ

ながっていきます。

　本作は、人と自然、科学と文化をつなぎ直す「SceNE

プロジェクト」の一環として制作されました。環境と未来

を考える“方舟”として体験してください。

期間：2025 年４月13 日～10 月13 日

会場：大阪・関西万博会場内西ゲート近く「風の広場」

製作：総合地球環境学研究所　SceNE プロジェクト、

　　  喜界島サンゴ礁科学研究所

協力：喜界町

その他万博のイベント情報は

　　　　　　こちら（QR）から！

万博会場に喜界島が出現！？万博会場に喜界島が出現！？
　　『海の記憶：喜界島 サンゴの方舟』　　『海の記憶：喜界島 サンゴの方舟』
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

み
ん
な
で
ゆ
ら
お
う

み
ん
な
で
ゆ
ら
お
う

7575
歳
の
つ
ど
い

歳
の
つ
ど
い

　

令
和
６
年
度
よ
り
、
そ
の
年
度

に
75
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
対
象

に
、「
75
歳
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。「
75
歳
の
つ
ど
い
」

は
、
現
在
の
身
体
の
こ
と
を
知
る

こ
と
、
そ
し
て
人
生
１
０
０
年
時

代
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
同
窓

の
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
身
体
計
測
（
血
圧
・

身
長
・
体
重
・
体
脂
肪
・
握
力
）、

体
操
、
食
事
や
フ
レ
イ
ル
（
だ
ん

だ
ん
弱
り
）
の
講
話
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
す
。
身
体
計
測
で
は
、

「
背
が
縮
ん
だ
ね
」「
握
力
は
ま

だ
あ
る
ね
」
な
ど
、
気
づ
か
ぬ
う

ち
に
変
化
し
て
い
る
身
体
の
こ
と

に
、
気
づ
い
た
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

体
操
は
、
各
集
落
で
行
わ
れ
て

い
る
「
ま
ぐ
み
ー
体
操
」
や
、
昨

年
度
、
作
業
療
法
士
と
共
に
制
作

し
た
「
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
運
動
」
の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
行
っ
て
い
ま

す
。
体
を
動
か
し
た
後
に
は
、
ほ

ぐ
れ
た
感
じ
が
あ
り
、
改
め
て
自

分
の
体
が
固
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
。

　

食
事
や
フ
レ
イ
ル
に
関
し
て

は
、
管
理
栄
養
士
か
ら
講
話
が

あ
り
ま
す
。
食
事
は
元
気
な
体

を
作
っ
て
い
く
こ
と
の
基
本
で
あ

り
、
み
な
さ
ん
真
剣
に
聞
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
い
ろ
い
ろ
な

お
話
に
花
が
咲
い
て
、
和
や
か
に
、

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
「
フ
レ
イ
ル
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
フ
レ
イ
ル
と

は
、
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態

の
中
間
に
あ
り
、
加
齢
に
よ
り
、

身
体
的
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下

が
見
ら
れ
る
状
態
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
フ
レ
イ
ル
状
態
で
あ
っ
て

も
、
早
め
に
対
策
す
る
こ
と
で
、

心
身
の
状
態
が
向
上
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
食
事
」、「
運
動
」、「
社
会

参
加
」、
そ
し
て
「
お
口
の
ケ
ア
」

で
す
。

　

全
町
民
の
約
24
％
が
75
歳
以

上
の
喜
界
町
。（
令
和
７
年
４
月

１
日
現
在
）
75
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
過

ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
島
全

体
の
元
気
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
開
催
予
定

で
す
。

　

今
年
度
75
歳
を
迎
え
ら
れ
る
み

な
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

楽
し
く
ゆ
ら
い
ま
し
ょ
う
。

55
月月
3131
日
は
日
は世

界
禁
煙
デ
ー

世
界
禁
煙
デ
ー

　

タ
バ
コ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い

人
も
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
あ
な
た
自
身
と
、
あ
な
た

の
大
切
な
人
、
周
囲
に
い
る
人
た

ち
の
た
め
に
。

受
動
喫
煙
っ
て
？

　

た
ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
し
て
い

る
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
人

の
健
康
に
も
影
響
し
ま
す

●
が
ん
の
リ
ス
ク
の
増
加

●
呼
吸
器
・
循
環
器
疾
患
の
リ
ス

ク
の
増
加

●
早
産
や
低
出
生
体
重
児
の
要
因

●
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
や
子
ど

も
の
肺
炎
、
喘
息
の
要
因

　

換
気
扇
の
下
で
吸
っ
て
も
室
内

に
煙
は
漂
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
外

で
吸
っ
た
場
合
で
も
、
有
害
物
質

は
吐
く
息
に
含
ま
れ
た
り
、
衣
類

な
ど
に
付
着
し
て
室
内
に
持
ち
込

ま
れ
ま
す

禁
煙
の
勧
め
！

　

喫
煙
し
て
い
る
人
の
約
半
数

は
、
本
当
は
禁
煙
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
失
敗
し
て
も
損
は
あ

り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
に

成
功
し
た
人
の
多
く
は
、
何
度
か

失
敗
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
の
助
け
に
、
禁
煙
補
助

剤
が
薬
局
な
ど
で
も
入
手
で
き
ま

す
。
島
外
に
は
保
険
適
応
の
禁
煙

外
来
も
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
も

禁
煙
に
挑
戦
し
て
い
る
人
を
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

「
た
ば
こ
の
煙
の
な
い
お
店
」

「
た
ば
こ
の
煙
の
な
い
お
店
」

　

鹿
児
島
県
で
は
受
動
喫
煙
防
止

を
推
進
す
る
た
め
、
禁
煙
に
取
り

組
む
飲
食
店
を
登
録
し
、
県
民
に

情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
町
内
の

登
録
店
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

グランソレ（湾）グランソレ（湾）
中華　一松（赤連）中華　一松（赤連）
Yuraiba ゆいカフェ（湾）Yuraiba ゆいカフェ（湾）
喜界空港売店ますだ（中里）喜界空港売店ますだ（中里）
喫茶シリアス（中里）喫茶シリアス（中里）
おたふく（湾）おたふく（湾）
KIKAI BASE cafe （荒木）KIKAI BASE cafe （荒木）
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目
指
せ
！
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
第
11
回

東
経
１
３
０
度
喜
界
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
翌

日
、「
喜
界
島
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
去
年
に
続
き
２
回
目

で
す
。

　

ツ
ア
ー
当
日
は
、
前
日
の
荒
天
が
嘘
の
よ

う
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
島
外
か
ら
の
ラ
ン

ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
14
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
の
外
内
さ
ん
が
務
め
、
喜
界
島
な
ら
で
は

の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
タ
イ
ト
ル
は
「
喜
界
島
～

大
地
と
歴
史
を
知
る
～
」
で
す
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、
前
日
の
マ
ラ
ソ
ン
の
疲
れ
も
見

せ
ず
、元
気
に
島
内
を
巡
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー

で
は
、
喜
界
島
の
地
質
・
地
形
か
ら
始
ま
り
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
独
特
の
自
然
や
文
化

を
、
時
間
の
許
す
限
り
、
し
か
し
ゆ
っ
た
り

と
味
わ
い
な
が
ら
巡
り
ま
し
た
。

　

復
旧
が
完
了
し
た
ば
か
り
の
荒
木
中
里
遊

歩
道
で
は
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
地
形
や
独
特

の
植
物
群
落
を
観
察
し
て
サ
ン
ゴ
礁
で
で
き

た
島
な
ら
で
は
の
風
景
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
集
落
に
残
る
サ
ン
ゴ
の
石
垣
群
で
は
、

島
の
人
々
が
自
然
と
寄
り
添
い
な
が
ら
暮
ら

し
て
き
た
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
皆

さ
ん
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
印
象
に
残
っ
た
」「
自

然
と
共
存
し
て
い
る
島
だ
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
」「
サ
ン
ゴ
で
で
き
た
島
で
工

夫
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
な
か

で
も
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
人
々
が
や
さ
し

い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
参
加
者
全
員
が
、

島
の
自
然
と
人
の
温
か
さ
に
触
れ
、
大
満
足

の
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
は
来
年
の
喜
界
島
マ
ラ

ソ
ン
後
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
珍
し
い
地
質
や
地
形
だ

け
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

質
や
地
形
を
土
台
と
し
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た

自
然
環
境
や
文
化
・
歴
史
、
そ
し
て
人
々
の

暮
ら
し
が
一
体
と
な
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

地
域
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
念

を
学
び
、
さ
ら
に
喜
界
島
に
つ
い
て
深
く
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
は
、
今
の
暮
ら
し
に
喜
界
島
が
ど
う

か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
喜
界
島
に
住
む
人
は

ど
う
や
っ
て
こ
の
島
を
活
か
し
て
き
た
か
と

い
う
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
、
も
っ
と
ジ
オ
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
ガ
イ
ド
活
動
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
！

月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク　

令
和
７
年
５
月
号

　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局　

土
屋
純
子

ジ
オ
ツ
ア
ー
開
催

　

喜
界
島
で
現
在
活
躍
し
て
い
る
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
３
月
22
日
、
ジ
オ
ガ
イ

ド
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

で
は
、
普
段
行
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
に
「
ジ
オ

（
地
質
・
地
形
）」
の
視
点
を
加
え
、
よ
り
深

み
の
あ
る
案
内
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た
！

荒木中里遊歩道荒木中里遊歩道

サンゴの石垣群サンゴの石垣群
　（阿伝集落）　（阿伝集落）
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喜
界
島
み
ら
い
会
議

喜喜喜
界界界界界
島島島
みみみみみ
らららら
いいい
会会会会
議議議議

喜
界
島
よ
ろ
こ
Ｂ
ｉ
ｚ
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　

行
本
　

未
沙
希
さ
ん

　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
の
３
年
間
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
・
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
。「
人
を
呼
び
た
い

け
れ
ど
、
住
む
家
が
な
い
」—

そ
ん
な
課
題

を
解
決
し
た
い
と
、
空
き
家
バ
ン
ク
促
進
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
少
し

ず
つ
島
内
外
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
移

住
相
談
に
来
ら
れ
る
方
へ
ご
紹
介
で
き
る
物

件
も
増
え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
ま
だ
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
は
、
住
み
始
め
て
か
ら
不
具
合
が
出

て
く
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

島
の
方
か
ら
「
昔
は
自
分
の
家
は
自
分
で
直

し
た
ん
だ
よ
！
」
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
。

　

「
じ
ゃ
あ
、
私
も
や
っ
て
み
よ
う
。
ど
う
せ

な
ら
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
て
み
た
い
人
た
ち
の
〝
お

試
し
作
業
場
〝
に
し
て
み
よ
う
！
」
そ
う
し

て
２
０
２
４
年
３
月
か
ら
、
自
宅
を
使
っ
て

床
張
り
・
壁
張
り
・
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
の
Ｄ

Ｉ
Ｙ
体
験
の
場
を
開
き
ま
し
た
。
島
の
方
、

移
住
者
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
、
お
仕

事
で
来
た
方
、
観
光
客
ま
で
、
延
べ
１
４
０

人
近
い
方
々
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

作
業
の
合
間
の
「
10
時
さ
ー
」「
昼
ご
飯
」

「
３
時
さ
ー
」
は
、
参
加
者
同
士
の
交
流
の
時

間
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
出
会
い
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
手
で
少
し
ず
つ

形
に
な
っ
た
家
は
、
今
で
は
と
て
も
温
か
く
、

愛
情
の
こ
も
っ
た
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
人
が
気
軽
に
〝
マ
グ
め
る
場
づ

く
り
〝を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
る

の
は
、「
家
」
だ
け
で
は
な
く
「
仕
事
」
も
同

じ
く
ら
い
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。
ど
ち
ら
も

揃
っ
て
初
め
て
、
移
住
し
た
い
方
に
と
っ
て
現

実
的
な
選
択
肢
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、「
帰
り
た
い
人
が
帰
れ
る
」

「
来
た
い
人
が
来
ら
れ
る
」
島
を
目
指
し
て
、

空
き
家
と
住
み
た
い
人
を
つ
な
ぐ
「
空
き
家

バ
ン
ク
」、
事
業
者
と
働
き
た
い
人
を
つ
な
ぐ

「
喜
界
島
よ
ろ
こ
Ｂ
ｉ
ｚ
協
同
組
合
」
を
軸
に
、

一
歩
踏
み
出
せ
る
環
境
づ
く
り
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
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幼
・
小
・
中
・
高
等
学
校
合
同

幼
・
小
・
中
・
高
等
学
校
合
同

　
　
　

「
転
入
・
新
任
教
職
員
受
入
式
」

　
　
　

「
転
入
・
新
任
教
職
員
受
入
式
」

　

本
年
度
、
喜
界
小
（
４
名
）・
早
町
小
（
２

名
）・
喜
界
中
（
４
名
）
の
三
小
中
学
校
と
、

喜
界
高
等
学
校
（
10
名
）
に
赴
任
し
た
教
職

員
（
20
名
）
を
対
象
に
、「
転
入
・
新
任
教

職
員
受
入
式
」
が
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
始
ま
り
で
は
、
久
原
奈
子
さ
ん
と
宮

本
麗
菜
さ
ん
（
と
も
に
喜
界
中
２
年
）
が
「
朝

花
節
」
と
「
喜
界
や
よ
い
島
」
の
歓
迎
の
島

唄
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
年
度
、
喜
界
小
学
校
に
赴
任
し

た
庵
絵
梨
花
教
諭
が
、
教
育
公
務
員
と
し
て

の
職
務
と
そ
の
責
任
の
特
殊
性
を
深
く
自
覚

し
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
執
行
す
る
こ

と
を
宣
誓
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
隈
崎
悦
男

町
長
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
や
隆
起
珊
瑚
礁
、

令
和
７
年
度
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
喜
界
町
の
特
色
を
紹
介
し

な
が
ら
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

久
保
教
育
長
は
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
と
の

出
逢
い
を
大
切
に
！
」
と
い
う
こ
と
で
、「
人

と
の
出
逢
い
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
喜
界

島
の
自
然
や
出
来
事
な
ど
の
出
逢
い
を
有
意

義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
子
供
た

ち
と
の
触
れ
合
い
や
子
供
た
ち
と
の
関
わ
り

合
い
、
子
供
た
ち
と
の
出
逢
い
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
転
入
・

新
任
教
職
員
を
代
表
し
、
西
小
野
教
頭
（
喜

界
中
）
は
、「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
喜
界
町
で

の
教
師
生
活
に
大
き
な
希
望
と
わ
く
わ
く
感

を
感
じ
な
が
ら
赴
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

地
域
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に

努
め
る
と
共
に
こ
の
ふ
る
さ
と
喜
界
島
を
愛

し
き
ら
り
と
輝
く
子
供
た
ち
の
育
成
に
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

や
百
之
台
な
ど
の
喜
界
町
の
自
然
や
文
化
、

観
光
名
所
の
紹
介
も
行
い
、
喜
界
島
の
特
産

品
の
詰
め
合
わ
せ
が
、
新
し
く
赴
任
し
た
先

生
方
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
公
民
館
講
座
・

令
和
７
年
度
公
民
館
講
座
・

　
　

長
寿
者
学
級
合
同
開
講
式
開
催
！

　
　

長
寿
者
学
級
合
同
開
講
式
開
催
！

　

４
月
27
日
（
日
）、
中
央
公
民
館
旧
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
公
民
館
講
座
・
長
寿
者
学
級
合

同
開
講
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
・
代
表
者
・
世
話
係
36
名

が
参
加
し
、
公
民
館
講
座
を
代
表
し
て
「
写

真
・
カ
メ
ラ
教
室
」
吉
行
秀
和
さ
ん
が
委
嘱

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
本
か
ら
学
ぶ
社
会
教
室
」、

「
写
真
・
カ
メ
ラ
教
室
」
の
２
講
座
が
新
た

に
開
設
さ
れ
、
公
民
館
講
座
15
講
座
２
１
６

名
、
地
域
講
座
29
講
座
３
５
２
名
と
な
り
ま

し
た
。

　

公
民
館
講
座
と
地
域
講
座
を
合
わ
せ
る

と
、
全
44
講
座
、
延
べ
５
６
８
名
の
受
講
生

と
な
り
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
１
０
０
名

以
上
も
受
講
生
が
増
加
し
、
更
な
る
盛
り
上

が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
講
座
は
、
５
月
か
ら
11
月
の
期
間
で
開

講
さ
れ
、
新
た
な
学
び
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま

す
。

　

ま
だ
申
し
込
み
が
可
能
な
公
民
館
講
座
も

あ
り
ま
す
。
新
た
に
公
民
館
講
座
を
受
講
さ

れ
た
い
方
、
新
た
な
学
び
を
楽
し
み
た
い
方
、

大
歓
迎
で
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館

（
65

－

０
２
２
９
）
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

公民館講座一覧 人数

１ 大島紬リメイク教室 ７

２ オカリナ教室 11

３ 喜界島のジオ（大地）を知る体験教室 30

４ 島ゆみた語ろう会教室 12

５ 三味線と民謡教室 27

６ 柔道の受身と形教室 ８

７ 書道教室 16

８ 水彩・スケッチ教室 17

９ 本から学ぶ社会教室 10

10 中国語と太極拳教室 12

11 舞踊教室（吾妻流） ７

12 写真・カメラ教室 11

13 ペイント・クラフト教室 11

14 ワイン教室 22

15 和太鼓教室 15

４月 18 日現在
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（ ）

町指定天然記念物

ヒメタツナミソウ研究報告会開催！
「

」

（

）

「

」
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台風海難防止強調運動台風海難防止強調運動
～奄美海上保安部・古仁屋海上保安署～～奄美海上保安部・古仁屋海上保安署～

　奄美海上保安部・古仁屋海上保安署では、本格的な台風時期を迎えるにあたり、「台風海難
防止強調運動」を実施します。

【スローガン】「来るぞ台風！備えはよいか！」
【実施期間】６月21日（土）～同 30 日（月）
　台風による海難の未然防止を図るため、台風情報の早期把握。船舶所有者にあっては
①大型船は安全な海域へ早期避難
②小型船舶は陸揚げ・固縛
③港内避泊の場合は係留強化
これらを心掛け、早めの備えをお願いします。
作業中はライフジャケットの着用をお願いします。
海上保安庁緊急情報メール配信サービスの活用をお願いします。
　　　　　気象情報や緊急情報を配信します。登録はこちらから→

【お問い合わせ先】
　奄美海上保安部交通課　☎ 0997‐53‐5569

有料広告

26
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有料広告
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保健福祉課からのお知らせ

【支給対象者】
　令和７年４月１日において、戦没者の遺族の中に恩給法に規定する公務扶助料、援護法に規定する遺
族年金等の年金給付を受ける権利を有する遺族（配偶者、父母等）がいない場合で、戦没者の遺族に
対する特別弔慰金支給法上の「戦没者等の遺族」のうち先順位１名の方です。
※「遺族」とは、戦没者等の死亡当時に既に生まれていた遺族（子は戦没者等の死亡当時の胎児を含む。）
　で、三親等内親族に限られ、法律により支給順位や要件が定められています。

【支給内容】　額面 27 万５千円、５年償還の記名国債
【請求期間】　令和７年４月１日から令和10 年３月31日まで
　　　　　　（請求期間を過ぎると第十二回特別弔慰金を受けることができなくなります）

第十二回特別弔慰金について

戦没者遺族慰霊巡拝について
　令和 7 年度も、厚生労働省において戦没者遺族の方による慰霊巡拝事業を実施します。実施地域により予
定時期や所要額等は異なります。なお、参加申込には選考基準等があります。

全国戦没者追悼式について
　政府主催の全国戦没者追悼式が令和７年８月15日（金）に日本武道館で開催されます。追悼式参列申込に
は選考基準等があります。

問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0997-65-3685

ふるさと納税ふるさと納税
（敬称略）（敬称略）

吉
川  

大
貴

林  

寿
和

山
田  

善
大

町
田  

倫
俊

塩
澤  

稔
久

根
岸  

博
和

廣
瀬  

健
嗣

瀧
元  

茂
勝

里  

賢
一

後
藤  

彰
規

堀
内  

元
城

清
瀬  

大
輝

栗
林  

正
人

硲  
弘
一

松
永  
晃
明

大
木  
崇

澤
田  

憲
一
郎

奈
良
県
大
和
高
田
市

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
新
宿
区

大
阪
府
泉
佐
野
市

栃
木
県
市
貝
町

東
京
都
足
立
区

大
阪
府
堺
市

大
阪
府
柏
原
市

東
京
都
調
布
市

東
京
都
品
川
区

東
京
都
新
宿
区

京
都
府
京
都
市

富
山
県
富
山
市

和
歌
山
県
有
田
川
町

佐
賀
県
佐
賀
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
都
豊
島
区

山
口
県
下
松
市

東
京
都
世
田
谷
区

滋
賀
県
草
津
市

静
岡
県
静
岡
市

東
京
都
文
京
区

大
阪
府
大
阪
市

福
岡
県
福
岡
市

大
阪
府
茨
木
市

愛
知
県
名
古
屋
市

大
阪
府
大
阪
市

京
都
府
京
都
市

東
京
都
調
布
市

大
阪
府
豊
中
市

熊
本
県
熊
本
市

千
葉
県
船
橋
市

東
京
都
練
馬
区

愛
知
県
名
古
屋
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

群
馬
県
高
崎
市

埼
玉
県
入
間
市

福
岡
県
宗
像
市

神
奈
川
県
横
浜
市

愛
知
県
刈
谷
市

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
横
浜
市

北
海
道
恵
庭
市

東
京
都
府
中
市

島
根
県
松
江
市

有
馬  

敏
雄

宇
井  

牧
子

深
尾  

宗
孝

植
松  

永
次

浅
井  

真

仲  

陽
子

下
村  

優
子

久
田  

洋
一

伊
藤  

勲

義
山  

悠
花
梨

松
井  

裕
明

徳
島  

満

山
口  

菜
那

杉
本  

憲
昭

髙
原  

竜
太
朗

成
田  

由
加
梨

金
子  

浩
幸

大
木  

富
美
雄

横
山  

洋
三

井
澤  

祥
文

福
村  

力
俊

森
田  

貢
司

佐
藤  

陽
介

有
薗  

祐
介

木
場
田  

光
一

加
藤  

旭

森
田  

和
義

平
　

仁
司

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　

ご
ざ
い
ま
す

R７.3.16～4.15申込分

・寄付者合計　799名

・広報掲載希望　 45名

当月合計：   9,069,000 円
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<

萌
葉
会>

満
開
の
ツ
ツ
ジ
目
を
引
く
亡

し
師
の
庭
に
在
り
し
日
の
姿
思
い
顕
ち
く
る

孫
二
人
高
校
入
学
め
で
た
く
も
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
前
進
へ

電
線
に
つ
か
ず
離
れ
ず
二
羽
の
鳩
適
度
な
間
合
い
は
円
満
の
秘
訣

つ
わ
ぶ
き
の
青
き
匂
い
に
誘
わ
れ
て
春
の
感
触
も
ろ
手
に
満
た
す

遠
空
へ
島
み
か
ん
の
花
は
凜
然
と
わ
た
し
の
原
点
支
え
て
香
る

庭
先
の
風
鈴
草
は
際
立
ち
て
亡
夫
を
見
送
り
し
日
を
思
い
出
ず

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

永
瀬　

す
が
乃

弘
岡　

稲
子

おつかれさまでしたおつかれさまでした

空港関係者による空港関係者による
スギラビーチゴミ拾い（４月 10 日）スギラビーチゴミ拾い（４月 10 日）

（
敬
称
略
）

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

上
地
　

義
光

川
畑
　

多
佳
江

福
本
　

茂
仁

吉
沢
　

伸
一

磯
口
　

千
鶴
子

愛
　

松
美

佐
藤
　

由
美
子

枦
山
　

富
士
美

出
羽
　

逸
雄

西
野
　

豊
盛

里
　

俊
雄

豊
　

富
喜
雄

中
間

滝
川

荒
木

湾赤
連

赤
連

阿
伝

赤
連

嘉
鈍

上
嘉
鉄

池
治

羽
里

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
72
才
・
滝
川
）

（
85
才
・
赤
連
）

（
88
才
・
荒
木
）

（
92
才
・
湾
）

（
66
才
・
赤
連
）

（
82
才
・
阿
伝
）

（
90
才
・
荒
木
）

（
69
才
・
赤
連
）

（
99
才
・
嘉
鈍
）

（
92
才
・
上
中
）

（
99
才
・
羽
里
）

川
畑
　

治
雄

磯
口
　

隆
雄

向
井
　

繁
美

吉
沢
　

繁
仁

枦
山
　

克
也

佐
藤
　

寿
一

福
本
　

禮
子

愛
　

文
子

出
羽
　

八
重
子

西
野
　

イ
シ
子

豊
　

ト
ミ
エ

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

納付をお忘れなく！（５月）

【税】 固定資産税第１期・軽自動車税

６／２（月）まで

【使用料】 ５月分上下水道使用料・
公営住宅使用料・保育料
６／２（月）まで

口座振替をされている方は残高の確認を
お忘れなく！納入はお早めに !!

喜界町の住民基本台帳人口
（令和７年５月１日現在）

世 帯 数  ・・・ 3,647 戸（26）

人 口  ・・・ 6,256 人（13）

男   ・・・ 3,098 人（16）

女   ・・・ 3,158 人（-3）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。
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　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
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http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

上記カレンダーの●については保健福祉課（65-3685）へ
●については図書館（65-0962）へお問い合せください。

編　

集　

後　

記

　

先
月
号
は
こ
ん
な
感
じ
を
想
定
し
て
ま
し
た
。

ル
ー
ル
み
た
い
な
の
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、〝
今

年
も
担
当
は
生
島
常
智
で
す
〝
を
無
理
や
り
当

て
込
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
〝
昭
和
１
０
０
年
と
戦
後
80
年
、
今

年
中
に
広
報
が
７
０
０
号
迎
え
る
な
～
〝
と
思

い
な
が
ら
、
そ
し
て
来
年
は
旧
喜
界
町
と
旧
早

町
村
が
合
併
し
て
70
年
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、

何
か
数
字
ネ
タ
を
使
っ
た
編
集
後
記
で
き
な
い

か
な
～
と
考
え
ま
し
た
が
、
全
く
思
い
付
か
ず

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

発
行
後
に
〝
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
〝

と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
今
年
度
中
に
思

い
つ
い
た
ら
も
う
１
回
や
っ
て
み
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。
来
年
は
走
ろ
う
か
な
～
🏃

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和７年６月１日～６月 30 日迄）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

●内科診療
　（～４日）
　【診療８：30】
●おはなし会
　【14：00】

●休館日 ●３歳児健診
　【すこ13：15】

●資料休館日 ● 子宮･乳がん
検診

　（～９日）
　【休養村８：30】

●おはなし会
　【14：00】

８ ９ 10 11 12 13 14

●内科診療
　（～ 11日）
　【診療８：30】

●休館日

15 16 17 18 19 20 21

●おはなし会
　【14：00】

●母子相談
　【子育11：00】
●休館日

●５歳児健診
　【すこ13：30】

●おはなし会
　【14：00】

22 23 24 25 26 27 28

●内科診療
　（～ 25 日）
　【診療８：30】

●休館日 ●離乳食教室
　【すこ13：30】

29 30

●おはなし会
　【14：00】

●休館日
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